
  

 

報 道 機 関 各 位 
         

北九州市感染症発生動向調査感染症週報 
令和６年第１４週（令和６年４月１日～令和６年４月７日） 

＜発生動向＞ 

・第 14週は、結核の報告が６件ありました。 

結核の主な症状は咳や痰、発熱等で風邪のような症状ですが、進行すると肺だけでなく腎臓や骨、脳など

にも影響が現れることがあります。特に高齢者で気づかないうちに進行してしまうことがあります。 

・結核を発症しても、早期に発見することで、大切な家族や友人等への感染を防ぐことができます。 

２週間以上、咳や痰が続くときは医療機関を受診しましょう。また、年に１回は胸部エックス線検査を受

けましょう。 

 

■ 全数把握疾患報告 

病名 

北九州市 福岡県 全国（前週） 

報告数 
累積 

報告数 
報告数 

累積 

報告数 
報告数 

累積 

報告数 
結核 6 39 17  215  271  3,358  

劇症型溶血性レンサ球菌感染症 1 9 2  25  31  596  

梅毒 1 45 12  200  145  3,053  

■ 定点把握疾患報告数 

病名 

北九州市 福岡県 全国(前週) 

報告数 
定点 

当たり 

定点 

当たり 

(前週) 
報告数 

定点 

当たり 
報告数 

定点 

当たり 

新型コロナウイルス感染症 95 2.71 3.77 565 2.85 25,179 5.10 

インフルエンザ 88 2.51 6.17 415 2.10 55,189 11.18 

ＲＳウイルス感染症 8 0.33 0.29 86 0.72 2,494 0.80 

咽頭結膜熱 4 0.17 0.50 42 0.35 1,970 0.63 

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 83 3.46 3.92 483 4.03 11,175 3.57 

感染性胃腸炎 134 5.58 5.83 464 3.87 12,886 4.11 

水痘 3 0.13 0.21 30 0.25 407 0.13 

手足口病 2 0.08 0.04 52 0.43 609 0.19 

伝染性紅斑 0 0.00 0.08 1 0.01 87 0.03 

突発性発しん 5 0.21 0.29 40 0.33 705 0.22 

ヘルパンギーナ 0 0.00 0.00 9 0.08 77 0.02 

流行性耳下腺炎 0 0.00 0.08 5 0.04 81 0.03 

急性出血性結膜炎 0 0.00 0.00 0 0.00 8 0.01 

流行性角結膜炎 3 0.50 0.33 6 0.23 356 0.51 

細菌性髄膜炎 0 0.00 0.00 0 0.00 10 0.02 

無菌性髄膜炎 0 0.00 0.00 0 0.00 6 0.01 

マイコプラズマ肺炎 0 0.00 0.00 1 0.07 43 0.09 

クラミジア肺炎 0 0.00 0.00 0 0.00 0 0.00 

感染性胃腸炎(ロタウイルス) 0 0.00 0.00 0 0.00 6 0.01 

※データは速報値として公開するものであり、後日修正される場合があります。 

※全国のデータについては、更新時期が北九州市および福岡県の翌週となるため、前週の情報を掲載しています。 

○北九州市感染症情報ホームページ(https://www.city.kitakyushu.lg.jp/ho-huku/18300149.html)もご参照下さい。  

（報道発表資料） 

令和６年 4月１１日 

北九州市保健所保健企画課 

（担当：河﨑、正野） 

電話：０９３－５22－5721 


